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 “みんなで防ごう土砂災害”６月は『土砂災害防止月間』
　土石流やがけ崩れ、地すべり等の土砂災害は、一瞬のうちに尊い命や貴重な財産
を奪ってしまいます。
　雨が降り続くとき。強い雨のとき。川の水やわき水が急に変化したり、濁りだした
とき。土地に亀裂が入ったときなどは、非常に危険です。「危ないな」と思ったら避難
するとともに、原村役場（電話７９－２１１１）又は、原消防署（電話７９－２４４２）
へ連絡しましょう。
　長野県ホームページの「砂防情報ステーション」（http://133.105.11.45/index.html）
には、随時、危険箇所や災害発生の危険度を表した最新情報を提供しています。
又、雨の状況等をリアルタイムで提供していますので、日頃から参考にして頂くと共
に、大雨時には、ご利用下さい。携帯電話でも見ることができます（ｉモード用
http://133.105.11.45/i/、SoftBank用http://133.105.11.45/v/、Ezweb用
http://133.105.11.45/e/）。
　土砂災害情報や土砂災害に関する質問や相談は諏訪建設事務所『土砂災害１１０
番』窓口にお寄せ下さい。平日の8：30～17：15及び大雨注意報・警報発令中利用
できます。電話０２６６－５７－２９３６

●表紙写真／この彫刻、この室内・・ど
こか分かりますか？　そう、八ヶ岳美
術館です。ここでは気を休めたり、外で
鳥たちの元気にさえずる声を聴くこと
ができます。迎賓館の設計者と同じ人
物が設計した村が所有する美術館、村
内にはこんな風景や歴史があると先日
の村野藤吾展で新しく発見しました。

　

5
月
6
日
、第
18
回
長
野
県

市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
な

ら
び
に
第
4
回
長
野
県
市
町
村

対
抗
小
学
生
駅
伝
競
走
大
会
が

開
か
れ
、原
村
か
ら
も
各
1
チ
ー

ム
ず
つ
出
場
し
ま
し
た
。

　

市
町
村
対
抗
駅
伝
は
松
本
城

太
鼓
門
か
ら
松
本
平
広
域
公
園

陸
上
競
技
場
ま
で
の
39
・
３
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
、中
学
生
か
ら
一
般

の
男
女
8
人
が
走
り
ま
し
た
。昨

年
は
村
の
部
２
位
で
し
た
が
、選

京
都
工
芸
繊
維
大
学
大
学
院

准
教
授
、
松
隈
洋
さ
ん
は
、
設

計
し
た
村
野
藤
吾
氏
が
「
迎
賓

館
（
旧
赤
坂
離
宮
改
修
工
事
）」

（
1
9
7
4
）
で
経
験
し
た
こ

と
や
、
そ
の
た
め
の
海
外
視
察

で
得
た
こ
と
す
べ
て
が
、
こ
の

美
術
館
に
は
反
映
さ
れ
て
い

る
と
思
う
と
言
い
、
視
察
直
後

に
村
野
氏
が
残
し
た
言
葉
を

紹
介
し
て
い
ま
す
・
・
・

「
近
年
い
ろ
い
ろ
な
形
で
再
開

発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
再

開
発
は
決
し
て
強
権
で
や
る

べ
き
も
の
で
は
な
い
。自
然
に

誰
も
疑
問
を
も
た
な
い
し
誰

も
が
喜
ぶ
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。例
え
ば
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
の
キ
ャ
ナ
リ
ー
は

古
い
倉
庫
を
改
造
し
た
も
の

だ
が
非
常
に
よ
く
出
来
て
い

る
、（
中
略
）こ
う
し
た
も
の
の

計
画
で
は
、
人
間
の
心
理
を
応

用
し
て
狭
い
と
こ
ろ
と
広
い

と
こ
ろ
、
折
れ
曲
が
っ
た
と
こ

ろ
を
よ
く
組
み
合
わ
せ
て
作

ら
な
い
と
い
け
な
い
。す
っ
と

通
っ
て
い
た
り
道
幅
を
き

ち
っ
と
揃
え
た
り
し
て
は
本

当
の
人
間
の
喜
び
と
い
う
も

の
が
出
て
こ
な
い
で
し
ょ
う
。」

◆
駅
伝　
村
の
部　

３
位
◆

美 術 館

手
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
も
あ
り
村
の

部
優
勝
を
目
標
に
臨
み
ま
し
た
。

　

小
学
生
駅
伝
は
、走
る
こ
と
が

楽
し
く
な
る
、仲
間
と
笑
い
合
え

る
、を
目
指
し
て
練
習
し
て
い
る

原
P
C
ジ
ュ
ニ
ア
所
属
の
6
年

生
で
チ
ー
ム
編
成
し
て
、4
区
間

６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

　

大
会
で
は
健
闘
し
、ど
ち
ら
の

チ
ー
ム
も
総
合
26
位
、村
の
部
で

は
３
位
と
い
う
結
果
を
収
め
ま

し
た
。

原村選挙管理委員会委員
　　　　　　　　  （写真参照）

委 員 長
職務代理
委　 員
委　 員

伊 藤  和 久
清 水  功 三
清 水  勝 元
笠 原  眞 喜 市

職　名 氏　名小 林作 義
牛 山 和 雄
義 経 惠 美 子
小 松 良 比 古

選挙管理委員会
補充員

　

原
村
議
会
は
次
の
８
名
を
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
お

よ
び
補
充
員
と
し
て
選
出
し
ま
し
た
。任
期
は
平
成
20

年
５
月
７
日
か
ら
平
成
24
年
５
月
６
日
で
す
。

―
 

原
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　

同
補
充
員
の
紹
介 ―

―

原
村
選
挙
管
理
委
員
会

か
ら
の
お
知
ら
せ―

　

今
年
は
、全
国
統
一
で
農

業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
を

実
施
し
ま
す
。

　

農
業
者
の
代
表
を
選
ぶ
大

切
な
選
挙
で
す
。

　

選
挙
権
・
被
選
挙
権
と
も

に
農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿

に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
で
す
。

　

定
数
は
10
人
で
す
。

＊
原
村
農
業
委
員
会
委
員
一
般

選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

平
成
20
年
６
月
19
日（
木
）

　

午
後
１
時
30
分

　

原
村
役
場
２
０
４
会
議
室

＊
原
村
農
業
委
員
会
委
員
一

般
選
挙
告
示
日

　

平
成
20
年
７
月
1
日（
火
）

　

午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時

＊
原
村
農
業
委
員
会
委
員
一

般
選
挙
投
票
日

　

平
成
20
年
７
月
６
日（
日
）

　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

問　

☎
７
９‐

７
９
５
１

―魅力を探る
岳ヶ八

設
計
者
の
お
も
い

※この特集は京都工芸繊維大学大学院准教授の松隈洋さんの協力と次の文献を参考、引用して掲載しました。
原田順「インタビュー「八ヶ岳美術館」について」『村野藤吾選集補遺』同朋舎
村野藤吾「アンケート：建築デザインについての証言'76」『建築と社会』（1976年1月号）
京都工芸繊維大学　美術工芸資料館・村野藤吾の設計研究会発行
「第９回　村野藤吾建築設計図展カタログ（2007年）」

八ヶ岳美術館の魅力

四季折々で違った表情を見せながら、中央高原の林の中にた
たずむ八ヶ岳美術館。
・・・春の雪解けには静かにそして少し暖かく、秋にはしっと
りした落ち着きの中芸術観賞などで賑わいを見せ、年末の
シーズンにはとてもモダンなやわらかい間接照明で辺りを異
文化的な雰囲気に包み込み、見る季節によってそれぞれの感
じに合った姿を見せてくれます。
「あの白いドームの形をした建物がなぜ？」
皆さんはあの八ヶ岳美術館をご覧になったことはあるでしょ
うか？
一見、あの建物を見た限りでは、どこからその季節感が漂っ
てくるのか見当がつきません。
そこで今月は、建築当時のことに触れながら、あの“八ヶ岳美
術館”にどんな秘密が隠されているのか見付けにいこう～とい
う美術館特集をお届けします。

八ヶ岳美術館の魅力

四季折々で違った表情を見せながら、中央高原の林の中にた
たずむ八ヶ岳美術館（正式名称　原村歴史民俗資料館）。
・・・春の雪解けには静かにそして少し暖かく、秋にはしっと
りした落ち着きの中芸術鑑賞などで賑わいを見せ、年末の
シーズンにはとてもモダンなやわらかい間接照明で辺りを異
文化的な雰囲気に包み込み、見る季節によってそれぞれの感
じに合った姿を見せてくれます。
「あの白いドームの形をした建物がなぜ？」
皆さんはあの八ヶ岳美術館をご覧になったことはあるでしょ
うか？
一見、あの建物を見た限りでは、どこからその季節感が漂っ
てくるのか見当がつきません。
そこで今月は、建築当時のことに触れながら、あの“八ヶ岳美
術館”にどんな秘密が隠されているのか見付けにいこう～とい
う美術館特集をお届けします。

ま
つ  

く
ま



八ヶ岳美術館―魅力を探る
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八ヶ岳美術館全景（航空写真）

建物の設計者＝
文化勲章受章者

村野藤吾氏
             

原村立　八ヶ岳美術館は1980年開館
【正式名称＝原村歴史民俗資料館】

周囲の自然と調和しつつ
ユニークな外観を見せている

館外散策路では
彫刻の屋外展示と共に
雄大な八ヶ岳山麓の自然に
育つ可憐な花々も楽しめる

常設展
○村内縄文時代等遺跡出土資料の展示

○清水多嘉示の彫刻
○津金隺仙の書

現場の作業の合理化の
徹底と対照的なのが、
内外装への細かな配慮
です。外壁のセメントブ
ロックは現場で調合し
て製作したようですが、
色味にこだわり材質感
を得ようとしたからとみ
られています。内装の
レースを「天井面積の4
倍ぐらい」用いたり、
「天井照明の光源の露
出がレースで隠され、不
規則な配置による柔ら
かな光の変化が生まれ
る」レースカーテンの細
やかな表現、玄関扉の
手触りとスケールの良
い押し引き手、外壁の
妻壁の上部にアクセン
トのように設けられた

換気口の柔らかな形状、これらすべては即物的になりがちな建築に、生命感と温もりを与えるため深く追求しな
がら設計されたものでそこにこそ、村野建築の真髄が良く現れている―と思えます。
そのほか、清水多嘉示氏の彫刻のための展示室は40ｍ以上もある一続きの空間で壮観、閉鎖的に見えた開口
部も、内部からは明るい自然光がリズミカルに注いで、まぶしいくらいに見えてきます。直線の壁と半円形の壁
との対比も、歩むにしたがって変化して空間に襞のような奥行きを与えています。
前島孝一館長は言っています。
「このような八ヶ岳の豊かな自然に抱かれて建つ優れた建築内容だと分かる建物も言わばひとつの芸術作品で
す。村野氏の晩年の作を見学しようと、今でも多くの建築関係のお客様が御来館下さりますが、近年は建物の老
朽化によるメンテナンスが欠かせません。私達は原村が誇るこの建築遺産を大切に保守し後世へ残していかな
ければなりません。これからも、この建築の特徴や価値を地域の皆さんに改めて伝えながらこの美術館の保全
を図り、また村野藤吾氏を顕彰して行きたい」
築30年が経ちやわらかな雰囲気をつくる優美なレースカーテンの生地は傷みがひどくなりました。教育委員会で
も、近年には改修していきたいと考えています。
皆さんも一度、この、村が持つ貴重な施設を訪れ、歴史や芸術に触れてみてはいかがでしょう。

こ
の
建
物
の
魅
力
を
探
る
の
に
は
ま
ず
あ
の
丸
い
形
状
で
建
て
ら

れ
る
ま
で
の
経
過
を
確
認
し
な
い
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
ね
。

村
野
藤
吾
と
い
う
建
築
家
の
名
前…

美
術
館
を
訪
れ
た
こ
と
が
な

い
人
も
一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
!?　

関
係
者
の
話
に
よ
る
と
村
野
夫
妻
と
、
美
術
館
が
建
つ
理

由
に
大
き
く
関
わ
る
清
水
多
嘉
示
氏
の
夫
婦
と
の
間
に
つ
な
が
り

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
村
野
氏
が
こ
の
設
計
に
携
わ
る
こ
と
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

設
計
は
１
９
７
８
年
の
８
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
の
３
ヶ
月
、
翌

年
の
３
月
か
ら
12
月
ま
で
が
工
期
で
、
村
野
氏
が
亡
く
な
る
５
年

ほ
ど
前
の
（
87
〜
）
88
歳
の
時
の
仕
事
で
し
た
。
村
野
氏
は
ど
ん

な
発
想
を
基
に
設
計
し
た
の
で
し
ょ
う
か―

雑
誌
の
発
表
記
事

な
ど
に
本
人
の
言
葉
は
載
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、
元
所
員
で

村
野
氏
と
共
に
設
計
に
携
わ
っ
た
原
田
順
氏
は
次
の
よ
う
な
経
過

で
あ
っ
た
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
語
り
ま
し
た
。

・
・
・
村
野
に
は
、
何
よ
り
も
、
「
カ
ラ
マ
ツ
の
美
し
い
林
を
損

な
わ
な
い
よ
う
に
、
樹
木
の
な
い
と
こ
ろ
を
敷
地
図
の
中
に
展
開

し
、
建
物
が
あ
ま
り
極
端
に
自
然
の
な
か
で
孤
立
し
て
、
自
然
と

異
質
な
形
で
存
在
す
る
こ
と
を
排
除
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
」
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
建
物
を
敷
地
の
中
に
置
く
た
め
に
少

し
で
も
小
さ
い
平
面
で
ま
と
め
る
こ
と
」
と
、
「
ぐ
る
り
と
彫
刻

の
周
り
を
回
れ
る
と
い
う
の
が
理
想
的
な
展
示
の
方
法
」
だ
と
の

考
え
か
ら
、
彫
刻
の
た
め
の
ド
ー
ム
状
の
空
間
と
、
絵
画
な
ど
平

面
展
示
の
た
め
の
直
線
の
壁
と
を
組
み
合
わ
せ
た
形
状
が
導
き
出

さ
れ
ま
す
。

あ
の
高
級
感
漂
う
ド
ー
ム
状
の
屋
根
。
高
級
と
い
う
よ
り
は
む
し

ろ
縮
小
し
た
予
算
の
中
で
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
建
物
か
ら
は
眼
に

見
え
る
形
で
よ
り
明
確
に
理
論
的
に
突
き
詰
め
よ
う
と
す
る
設
計

作
業
の
存
在
と
、
な
お
か
つ
、
そ
れ
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
建

築
的
な
工
夫
を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
建
築
が
あ
る
説
得
力
を
も

つ
も
の
に
成
り
得
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
村
野
氏
の
姿
勢
が
読

み
取
れ
る
の
で
す
。
原
田
氏
は
「
半
円
球
と
い
う
凹
凸
の
形
は
、

最
初
は
も
っ
と
プ
ラ
ン
が
不
規
則
で
、
徐
々
に
規
則
的
な
形
に
整

理
さ
れ
、
半
円
型
の
連
型
で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
ユ
ニ
ー

ク
で
自
由
な
広
が
り
を
も
つ
奔
放
な
半
面
を
あ
る
程
度
押
さ
え
て
、

紆
余
曲
折
し
て
い
ろ
い
ろ
な
形
を
想
定
し
て
、
最
後
に
こ
う
い
う

形
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
先
生
が
初
め
か
ら
完

成
さ
れ
た
形
と
し
て
想
像
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
」
と
証
言
し
て
い
ま
す
。

原
村
出
身
の
彫
刻
家
、
清
水
多
嘉
示
氏
か
ら

村
へ
、
作
品
が
寄
贈
さ
れ
た
機
会
に
合
わ
せ
美

術
館
建
設
の
計
画
が
立
て
ら
れ
ま
す
。
展
示
資

料
に
よ
る
と
、
原
村
で
は
数
十
年
前
か
ら
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
建
設
当
時
は

ち
ょ
う
ど
中
央
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
発
掘

調
査
が
あ
り
、
阿
久
遺
跡
も
国
史
跡
に
指
定
さ

れ
た
時
で
し
た
。
村
内
、
近
隣
各
所
か
ら
発
掘

さ
れ
た
土
器
や
石
器
を
展
示
す
る
計
画
な
ど

が
美
術
館
の
開
館
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

高
原
と
い
う
寒
冷
地
特
有
の
気
候
条
件
を
考

慮
し
、
建
て
方
に
も
独
自
の
工
夫
が
施
さ
れ
ま

し
た
。
現
場
で
の
作
業
を
極
力
減
ら
す
た
め
に
、

特
徴
的
な
丸
い
ド
ー
ム
屋
根
は
、
す
べ
て
東
京

の
工
場
で
作
ら
れ
た
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
・
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
ピ
ー
ス
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
重
量
も
、
運
搬
が
可
能
な
限
界
で
あ
る
、
11

ト
ン
に
お
さ
ま
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
現
地
で
は
、
床
か
ら
壁
、
梁
ま
で

を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
作
り
、
上
に
ド
ー
ム

を
載
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
場
で
の
工
期
を

最
小
限
に
抑
え
た
の
で
し
た
。

は
り

館内装飾の作り出す世界
吊りカーテンと自然光との融合

（
中
央
右
が
村
野
氏
）

（
松
隈
洋
氏
の
ご
協
力
に
よ
り
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）



I N F O R M A T I O N
　

美
濃
戸
口
か
ら
赤
岳
鉱
泉
、行

者
小
屋
へ
歩
き
な
が
ら
山
の
花
を

観
察
し
、午
後
２
時
か
ら
原
村

八
ヶ
岳
自
然
文
化
園
研
修
室
に
て

「
八
ヶ
岳
の
花
」の
講
義
を
受
け
ま

す
。お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

日
時
●
６
月
15
日
日　
　

講
師
●
北
原
一
三
氏（
ア
ル
ペ
ン
フ

ラ
ワ
ー
ス
ク
ー
ル
代
表
）

集
合
場
所
●
八
ヶ
岳
自
然
文
化
園

集
合
時
間
●
午
前
７
時
30
分

参
加
費
●
１
，０
０
０
円（
講
義
の

み
参
加
は
５
０
０
円
）

定
員
●
観
察
20
名
。講
義
50
名
。

持
ち
物
●
弁
当

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
先
●

　

八
ヶ
岳
自
然
文
化
園

　

☎
７
４
‐
２
６
８
１（
直
通
）

　

F
A
X　

７
４
‐
２
３
９
５

土
星
と
初
夏
の
星
座
を
見
よ
う
！

　

望
遠
鏡
で
土
星
の
リ
ン
グ
を
観
察
。

日
時
●
６
月
28
日
土

　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時

会
費
●
お
一
人  

５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先
（
予
約
不
要
）
●

　

八
ヶ
岳
自
然
文
化
園

　

☎
７
４
‐
２
６
８
１

　

毎
年
７
月
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し

た
、
八
ヶ
岳
森
林
浴
マ
ラ
ソ
ン
は
諸

般
の
理
由
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

原
村
観
光
協
会
事
務
局

　

☎
７
９
‐
７
０
７
２

　

原
村
、茅
野
市
、富
士
見
町
に
住

む
60
歳
以
上
の
方
で「
働
き
た
い
」

方
、私
た
ち
と
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん

か
。お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

仕
事
の
依
頼
受
け
付
け
●
当
セ
ン

タ
ー
で
は
、家
庭
及
び
事
業
所
又
は

公
共
団
体
等
の
各
種
の
仕
事
を
申

し
受
け
て
お
り
ま
す
。公
共
的
な
団

体
な
の
で
、安
心
し
て
発
注
で
き
、一

般
的
に
割
安
で
す
。

申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先
●

　
（
社
）茅
野
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
原
事
務
所

　

☎
７
９
‐
５
９
７
９（
直
通
）

　

税
務
の
仕
事
は
、国
の
財
政
基

盤
を
支
え
、国
民
生
活
の
安
定
、向

上
と
、社
会
福
祉
に
寄
与
す
る
と

い
う
非
常
に
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
で
す
。

　

採
用
さ
れ
ま
す
と
、全
員
が
税

務
大
学
校
に
入
校（
全
寮
制
）し
、

給
与
の
支
給
を
受
け
な
が
ら
約
12

ヶ
月
間
大
学
水
準
の
教
養
と
税
務

職
員
と
し
て
必
要
な
専
門
的
知
識

を
習
得
す
る
た
め
の
普
通
科
研
修

を
受
け
ま
す
。

　

研
修
後
は
、税
務
署
な
ど
で
国

税
に
関
す
る
調
査
、徴
収
と
い
っ
た

責
任
の
あ
る
事
務
に
従
事
し
ま
す
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
●

　

６
月
24
日
〜
７
月
１
日

問
い
合
わ
せ
先
●

　

関
東
信
越
国
税
局　

　

人
事
第
二
課　

試
験
係

　

☎
０
４
８
‐
６
０
０
‐
３
１
１
１

　

９
月
か
ら
開
催
さ
れ
る
公
募
展

の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。先
着

順
で
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

八
ヶ
岳
美
術
館

　

☎
７
４
‐
２
７
０
１（
直
通
）

 

今
年
も
戸
田
観
光
協
会
に
加
盟

す
る
宿
泊
施
設
を
利
用
し
た
住
民

の
方
へ
、宿
泊
代
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

対
象
施
設
●
静
岡
県
沼
津
市
戸
田

観
光
協
会
登
録
旅
館
、
74
軒

対
象
期
間
●
７
月
〜
９
月
末

補
助
金
の
額
●

※
一
人
２
泊
を
限
度
と
し
ま
す
。

大
人
、小
人　

 

１
泊
２
０
０
０
円

未
就
学
児　

   

１
泊
１
０
０
０
円

手
続
き
方
法
●
戸
田
観
光
協
会

（
☎
０
５
５
８
‐
９
４
‐
３
１
１

５
）で
宿
泊
の
予
約
が
取
れ
ま
し

た
ら
、利
用
日
の
７
日
前
ま
で
に

印
鑑
を
持
参
の
う
え
、村
づ
く
り

戦
略
推
進
室
で
補
助
金
の
申
請
を

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

村
づ
く
り
戦
略
推
進
室
村
づ
く
り
係

　

☎
７
９
‐
７
９
２
２（
直
通
）

募　

集

八
ヶ
岳
の
花
ー
観
察
会

星
空
観
望
会 

〜
初
夏
の　

　
　

 

星
座
〜

八
ヶ
岳
森
林
浴
マ
ラ
ソ
ン

in
原
村
開
催
中
止
に
つ
い
て

第
二
回
あ
な
た
が
選
ぶ
、

信
州
の
裂
織
展
作
品
募
集

税
務
職
員
（
税
務
大
学
校
生
）

イ
ベ
ン
ト

日 土金木水火月

■診療所［☎79-2716］
土曜日、日曜日、祝日

■地域福祉センター［☎79-7092］
土曜日、日曜日、祝日

■老人憩の家［☎79-2111（内線128）］
日、火、木曜日

■中央公民館［☎79-4815］
無　休

■社会体育館［☎79-4922］
火曜日

■図書館［☎70-1500］
月曜日、祝日、6/27

■八ヶ岳美術館［☎74-2701］
無　休

■八ヶ岳自然文化園［☎74-2681］
火曜日

■もみの湯［☎74-2911］
6/18、7/2

■役場［☎79-2111］
土曜日、日曜日、祝日

6月 7月

J u n e  t o  J u l y

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

今
年
の
夏
は
戸
田
の
海
へ
！

７

TEL.79-7922（直通）
E-Mail:muradukuri@vill.hara.nagano.jp

村づくり戦略推進室
　　　　村づくり係からのお知らせ

６

八
ヶ
岳 

原
村

ミ
ヤ
マ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
会

　
　
　

活
動
開
始
！

　

今
年
１
月
23
日
の
原
村
む
ら
づ
く
り
生
涯
学
習
推
進
委
員
会

で
新
た
な
専
門
部
会
と
し
て
ミ
ヤ
マ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
生
息
環
境

の
保
全
を
主
な
目
的
に
発
足
し
た
「
八
ヶ
岳
・
原
村　

ミ
ヤ
マ

シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
会
」
が
、
５
月
８
日
に
第
１
回
の
専
門
部
会
を

開
き
顔
合
わ
せ
を
行
い
、
29
日
に
は
会
則
や
ス
ケ
ジ
ー
ル
を
確

認
し
合
い
会
を
本
格
稼
働
し
ま
し
た
。

◆
ミ
ヤ
マ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
っ
て

　
　
　
　
　
　

ど
ん
な
蝶
？

　

明
治
34
年
に
諏
訪
市
出
身
の

千
野
光
茂
氏
に
よ
っ
て
八
ヶ
岳

で
新
種
の
蝶
と
し
て
発
見
さ

れ
、
ミ
ヤ
マ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
と
命
名

さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
50
年
に
は
長
野
県
の
天

然
記
念
物
の
指
定
を
受
け
、
現

在
で
は
環
境
省
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ

ブ
ッ
ク
で
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
に
、

長
野
県
で
は
特
別
指
定
希
少
野

生
動
植
物
の
指
定
を
受
け
て
い

る
高
山
蝶
で
す
。

　

標
高
１
４
０
０
～
２
０
０
０
メ
ー

ト
ル
の
亜
高
山
帯
、
寒
冷
地
に

生
息
す
る
蝶
で
す
。
生
態
の
特

徴
は
幼
虫
か
ら
成
虫
ま
で
集
団

生
活
を
す
る
変
わ
っ
た
習
性
を

持
つ
蝶
で
、
８
月
の
は
じ
め
頃
、

幼
虫
の
植
樹
で
あ
る
ヒ
ロ
ハ
ノ
ヘ
ビ

ノ
ボ
ラ
ズ
や
メ
ギ
に
産
卵
し
ま

す
。
卵
か
ら
孵
る
と
植
樹
の
枝

に
糸
を
は
り
、
共
同
巣
を
作
り

集
団
で
生
活
し
越
冬
し
ま
す
。

翌
年
芽
吹
き
と
共
に
活
動
を
開

始
し
６
月
頃
、
ふ
化
し
て
７
月
に

成
虫
に
な
り
ま
す
。

◆
ミ
ヤ
マ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の

　
　
　
　
　

置
か
れ
た
現
状

　

農
業
・
林
業
形
態
の
変
化
や

砂
防
ダ
ム
な
ど
が
作
ら
れ
た
事

に
よ
り
以
前
と
は
異
な
る
自
然

の
遷
移
が
進
み
、
ミ
ヤ
マ
シ
ロ
チ
ョ

ウ
が
生
息
で
き
る
環
境
の
劣
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
現
状
に
合
っ

た
行
政
に
よ
る
保
護
・
保
全
活

動
が
な
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で

は
、
確
実
に
数
年
で
絶
滅
し
て
し

ま
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

日
本
チ
ョ
ウ
類
保
全
協
会
に

よ
る
各
地
の
生
息
環
境
の
調
査

で
は
安
定
し
て
発
生
し
て
い
る
生

息
地
は
南
ア
ル
プ
ス
の
一
部
と
浅

間
山
系
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
こ

と
が
解
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は

八
ヶ
岳
が
日
本
最
大
の
生
息
地

域
で
し
た
が
御
小
屋
・
蓼
科
・
霧

が
峰
・
海
ノ
口
・
野
辺
山
・
清
里

で
は
絶
滅
し
、
現
在
で
は
広
河

原
沢
・
立
場
川
・
観
音
平
の
上
部

に
少
数
の
生
息
が
確
認
で
き
る

だ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
地
域
は
、
八
ヶ
岳
中
信
高
原

国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
お
り

直
接
の
予
算
化
が
で
き
な
い
状

況
で
す
。
環
境
省
は
、
原
村
の
ミ

ヤ
マ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
保
全
活
動
に
注

目
し
て
お
り
、
当
地
域
で
の
活
動

が
今
後
の
国
の
方
策
に
ま
で
影

響
を
及
ぼ
す
状
況
に
有
り
ま
す
。

◆
ミ
ヤ
マ
シ
ロ
チ
ョ
ウ

　
　
　

保
全
に
向
け
た
活
動

　

専
門
部
会
で
は
、
こ
の
よ
う
に

貴
重
な
生
物
で
あ
り
、
原
村
の

蝶
で
も
あ
る
ミ
ヤ
マ
シ
ロ
チ
ョ
ウ

を
後
世
に
残
す
事
は
我
々
の
使

命
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
保
護
・

保
全
活
動
を
通
じ
て
自
然
の
豊

か
さ
や
自
然
と
の
付
き
合
い
方

を
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
加

え
て
、
保
護
・
保
全
活
動
を
通
じ

て
原
村
か
ら
全
国
へ
自
然
環
境

の
大
切
さ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
を
す
る
の
も
村
民
の
使
命
で

は
無
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
、
卵
や
幼
虫
、
蝶
の
捕
獲

防
止
の
た
め
に
パ
ト
ロ
ー
ル
。
蝶

が
飛
べ
る
空
間
を
確
保
す
る
た

め
に
樹
木
の
伐
採
、
枝
払
い
、
下

草
刈
り
と
い
っ
た
環
境
整
備
。
幼

虫
や
成
虫
の
え
さ
と
な
る
植
物

の
育
成
。
保
護
保
全
に
向
け
た

学
習
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

クガイソウの蜜を吸う
ミヤマシロチョウ

メギを集団で食べる幼虫

◆これからの行事◆
６月15日　【クガイソウの苗の植栽と現地観察会】
集合　午前９時30分 役場、10時 舟山十字路
持物　弁当、水筒、移植ゴテ、水くれに使う空のペットボトル、雨具
服装　山登り・作業のできる服装でご参加ください。
※　どなたでも参加できます。申込は必要ありません。
６月16日　【環境学習会】
時間　午後７時から
会場　八ヶ岳自然文化園　小研修室
内容　《ミヤマシロチョウをなぜ守るのか？》
「自然な状態の森林とは」「現状の生息環境は」「どうすればいい
のか？」など、森林生態学を中心に学習します。

か
え

ち
ょ
う

せ
ん   

い



９ ８

　

○
６
／
29
日　

午
前
９
時

■
教
育
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

○
７
／
８
、
９
火
水
（
予
備
日

10
木
）　

午
後
７
時

　

○
会
場　

小
学
校
校
庭

■
利
用
者
会
議

　

○
７
／
９
水　

午
後
７
時
30
分

中
央
公
民
館 

　
　
　
　
　

☎
7
9
‐
4
8
1
5

■
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室

　

③
６
／
16
月　

④
７
／
14
月

　

午
後
１
時
・
午
後
３
時

　

午
後
７
時
30
分

■
ふ
れ
あ
い
学
級
③

　

○
６
／
17
火　

午
後
１
時
15
分

■
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
習
Ｂ

　

④
６
／
18
水　

⑤
６
／
20
金　

　

⑥
６
／
23
月　

午
後
１
時
30
分

■
あ
ひ
る
ク
ラ
ブ

　

③
６
／
19
木　

④
７
／
10
木　

　

午
前
９
時
30
分

■
大
菊
教
室

　

③
６
／
19
木　

④
６
／
26
木　

　

⑤
７
／
10
木　

午
後
１
時
30
分

■
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
相
談
会

（
要
予
約
）

　

○
６
／
25
水　

午
後
１
〜
８
時

■
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

　

②
６
／
28
土　

③
７
／
12
土

　

午
前
９
時
30
分

■
筆
ペ
ン
教
室
①

　

○
７
／
８
火　

午
後
１
時
30
分

給
者
を
除
く
）
に
対
し
て
、
そ
の

御
労
苦
に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理

大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
お
り

ま
す
。
請
求
期
間
は
、
平
成
21
年

３
月
31
日
ま
で
で
す
。
ご
本
人
ま

た
は
ご
家
族
な
ど
か
ら
の
ご
連
絡

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室
業
務

担
当（
直
通
）

　

☎
０
３
‐
５
２
５
３
‐
５
１
８
２

　

引
越
し
を
し
て
、自
動
車
税
の

「
納
税
通
知
書
が
届
か
な
か
っ
た
」

あ
る
い
は「
転
送
さ
れ
て
き
た
」と

い
う
方
は
、納
税
通
知
書
の
送
付

先
の
変
更
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ご
連
絡
い
た
だ
い
た
場
合
、返
戻

と
な
っ
た
納
税
通
知
書
は
変
更
後

の
住
所
へ
お
送
り
し
ま
す
。

　

自
動
車
税
納
税
通
知
書
の
送
付

先
の
変
更
の
届
出
に
あ
た
っ
て
は
、

長
野
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。住
民
財

務
課
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
る「
自

動
車
税
納
税
通
知
書
送
付
先
変
更

届
」で
も
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

自
動
車
の
登
録
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
先
●

　

長
野
運
輸
支
局
松
本
自
動
車
検

査
登
録
事
務
所

　

☎
0
5
0
‐
5
5
4
0
‐
2
0
4
3

自
動
車
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
●

　

諏
訪
地
方
事
務
所　

税
務
課

　

☎
5
7
‐
2
9
0
5

平
成
21
年
歌
会
始
の
お
題
●

「
生
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

詠
進
歌
の
詠
進
要
領
●
詠
進
歌

は
、
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の

短
歌
で
一
人
一
首
と
し
、
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
※
そ
の
ほ
か

の
内
容
、
注
意
事
項
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

詠
進
の
期
間
●
お
題
発
表
の
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で
と
し
、
郵
送
の

場
合
は
、
消
印
が
９
月
30
日
ま
で

の
も
の
を
有
効
と
し
ま
す
。

疑
問
が
あ
る
場
合
●
直
接
、宮
内

庁
式
部
職
あ
て
に
、郵
便
番
号
、住

所
、氏
名
を
書
き
、返
信
用
切
手
を

貼
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、９
月
20
日

ま
で
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

中
部
電
力
株
式
会
社
諏
訪
営
業

所
で
は
、
電
気
よ
ろ
ず
相
談
室
の

開
催
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
内
容

は
、
各
種
会
議
等
の
場
に
出
向
い

て
、
停
電
時
の
配
電
盤
操
作
方
法

な
ど
電
気
に
関
し
て
皆
さ
ま
の
お

知
り
に
な
り
た
い
こ
と
を
無
料
で

ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　

今
ま
で
以
上
に
安
全
、
便
利
に

電
気
を
ご
使
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、

「
少
し
で
も
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
ち

　

年
金
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

出
張
相
談（
毎
月
開
催
）●

▽
原
村
中
央
公
民
館

　

毎
月
第
４
火
曜
日

　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

▽
富
士
見
町
町
民
セ
ン
タ
ー

　

毎
月
第
１
水
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
茅
野
商
工
会
館

　

毎
月
第
２
、３
、
４
、５
水
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

電
話
に
よ
る
相
談
●

▽
年
金
請
求
な
ど
の
相
談

０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

▽
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
相
談

０
５
７
０
‐
０
７
‐
１
１
６
５

▽
年
金
全
般
の
諸
手
続
き
の
相
談

２
４
‐
４
１
６
５

問
い
合
わ
せ
先
●

　

岡
谷
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
２
３
‐
３
６
６
１（
直
通
）

１
．慰
霊
巡
拝
実
施
要
綱

・
旧
主
要
戦
域
と
な
っ
た
陸
上
及

び
遺
骨
収
集
の
望
め
な
い
海
上
等

に
お
け
る
戦
没
者
を
対
象
と
し
て
、

慰
霊
巡
拝
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

・
慰
霊
巡
拝
は
選
考
基
準
に
基
づ

き
行
う
も
の
と
す
る
。

・
慰
霊
巡
拝
は
日
本
遺
族
会
等
民

間
団
体
に
協
力
を
要
請
す
る
も
の

と
す
る
。

・
慰
霊
巡
拝
団
は
、
当
該
地
域
の

戦
没
者
を
対
象
と
し
た
合
同
追
悼

式
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２
．慰
霊
巡
拝
遺
族
代
表
選
考
基
準

・
慰
霊
巡
拝
は
戦
没
者
の
遺
族
（
父

母
、子
、兄
弟
姉
妹
）と
す
る
。

・
80
歳
以
下
の
方

【
参
加
申
請
書
類
】内
申
書
、死
亡
広

報
の
写
し
又
は
戸
籍
等
、死
亡
者
と

遺
族
の
関
係
が
わ
か
る
戸
籍
等
、内

定
後
医
師
の
証
明（
健
康
診
断
）

※
申
し
込
み
の
関
連
情
報
は
厚
生

労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

遺
骨
収
集
予
定
日
、
慰
霊
巡
拝
予

定
日
、
派
遣
場
所
等
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

申
込
先
、問
い
合
わ
せ
先
●

　

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
7
9
‐
7
0
9
2

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
贈
呈

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等

（
事
変
地
の
区
域
又
は
戦
地
の
区

域
）
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤

務
に
従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字

社
救
護
看
護
婦
及
び
旧
陸
海
軍
従

軍
看
護
婦
の
方
（
慰
労
給
付
金
受

た
い
」
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

中
部
電
力
株
式
会
社
諏
訪
営
業
所

　

☎
２
７
‐
８
２
８
２

社
会
体
育
館

　
　
　
　
　

☎
7
9
‐
4
9
2
2

■
少
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　

○
６
／
27
金　

○
７
／
４
金　

　

○
７
／
11
金　

午
後
６
時
30
分

■
少
年
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

　

○
６
／
21
土　

○
６
／
28
土

　

○
７
／
５
土　

○
７
／
12
土

　

午
後
６
時

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

○
６
／
20
金　

午
後
７
時

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

○
６
／
28
土　

正
午
〜
午
後
５
時

■
諏
訪
地
方
ふ
ら
ば
ー
る
大
会

カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ポ
ー
ツ

家庭児童相談　問☎79-7092
◇日時／６月20日（金）、７月４日（金）
　　　　７月11日（金）
　　　　午後２時～４時
◇場所／保健センター２階
◇担当／中村由美子相談員

心配ごと相談所　問☎79-7228
◇日時／７月６日（日） 午後１時30分～午後６時
◇場所／保健センター２階
◇担当／永田安一相談員、五味勇吉相談員

無料法律相談　問☎79-7927
◇日時／７月11日（金）午後１時～午後５時
◇場所／中央公民館 講義室
◇担当／長野県弁護士会諏訪在住会会員の弁護士

国民年金出張相談会　問☎23-3661
◇日時／６月24日（火）午後１時～午後５時
◇場所／中央公民館 講堂
◇担当／岡谷社会保険事務所職員

消費生活相談　問☎23-8260
◇日時／第３火曜日・土曜日・日曜日・祝日以外
　　　　午前10時～午後６時
◇場所／岡谷市中央町（ララオカヤ１階）
※消費生活巡回相談
◇日時／７月15日（火）
　　　　午前10時～午後３時
◇場所／中央公民館 講義室
◇担当／県消費生活センターおかや

税務相談所　問☎28-6666
◇次回の開設日／７月９日（水）
　　　　午前10時～正午
◇場所／下諏訪商工会議所会館２階
◇担当／関東信越税理士会諏訪支部の税理士

交通事故巡回相談　問予約☎57-2900
◇日時／７月10日（木）
　　　　午前10時～午後３時
◇場所／諏訪合同庁舎
◇担当／長野県交通事故相談所松本支所
　　　　の交通事故相談員

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書

お
知
ら
せ

年
金
の
相
談
日
は

毎
月
第
４
火
曜
日

慰
霊
巡
拝
実
施
要
綱

遺
族
代
表
選
考
基
準

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
と

旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
皆
様
へ

長野県公式ホームページ＿アドレス
https://shinsei2.e-nagano.lg.jp/uketsuke/dform.do?id=1176448025674

厚生労働省ホームページ＿アドレス
http://www.mhiw.go.jp

諏訪地方事務所税務課＿アドレス
suwachi-zeimu@pref.nagano.jp

宮内庁ホームページ＿アドレス
http://www.kunaicho.go.jp/12/d12-08.html

電
気
よ
ろ
ず
相
談
室

次
の
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
訂
正
し
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

○
広
報
は
ら
５
月
号
８
ペ
ー
ジ
、
自

動
車
税
は
コ
ン
ビ
ニ
納
付
が
可
能
の

記
事
中
「
自
動
車
（
軽
自
動
車
、
二
輪

車
）
」
は
、
正
し
く
は
「
自
動
車
（
軽

自
動
車
、
二
輪
車
を
除
く
）
」
で
し
た
。

○
５
月
に
配
布
し
ま
し
た
「
原
村
防

災
・
国
民
保
護
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
裏

表
紙
の
中
新
田
公
民
館
の
電
話
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。
削
除
を
お
願
い
し

ま
す
。

＝これからの催し物＝

★としょかんまつり
日時／6月21日（土）、
　　　　22日（日）　
　　　2日間、楽しい催し物

を計画しています。詳
細はとしょかんまつ
りのチラシをご覧く
ださい。

　　★本年度より図書の廃棄
を開始します。皆様に
還元しますので、自由
にお持ち帰りくださ
い。古本は7月24日ま
で図書館２階廊下にあ
りますので、ご自由に
お持ち帰りください。

★図書館のおたのしみ会
日時／７月2日（水）
　　  午後４時～
場所／原村図書館2階
内容／紙芝居、絵本の読み
　　　聞かせ、ブックトー
　　　ク、折り紙制作など
★友達をさそって、大勢お
でかけください。

カルトローレ
長野まゆみ（新潮社）

※紹介本表紙掲載については、出版社の許諾済みです。

キビ色の沙地の白い家で暮らす
私の仕事は、〈船〉にあった
109冊の日誌を解読すること。
作家生活20周年の新境地が白い
世界にひらかれる記念碑的作
品。「新潮」に掲載された16編
を改稿して収録。

やさしいため息
青山七恵（河出書房新社）

社会人5年目で友人なし。恋人は
3ヶ月前に出て行ったばかり。そ
んなわたしの前に、行方しれずの
弟と緑くんが現れて･･･「文芸」掲
載作品をまとめて書籍化。全2編。

闘病生活を支えてくれた阿弥陀
像、失恋のカウンセラーになった
観音さま、ＮＨＫの同名番組で視
聴者から寄せられた、仏像との感
動の出会いの数々を紹介。上で
は、菩薩像、高僧像、下では、如来
像、天部・明王像などを収録。

にっぽん  心の仏像100選  上・下
ＮＨＫ「にっぽん 心の仏像」プロジェクト（日本放送出版協会）

河合隼雄の“こころ”
河合隼雄（小学館）

おとなと子ども、そしておとな同
士が心を通わせるためには、ど
のように接していけばよいのか。
「こころ」の第一人者がやさしく
解き明かす。「親子で読みたい本
リスト」も収録。「総合教育技術」
連載を単行本化。

きのうの少年
小森真弓（福音館書店）

児童図書

図書館からのお知らせ

■開館：火～日曜日、午前10時～午後6時15分
■休館：毎週月曜日、国民の祝日、6／27（金）

w w w . l i b n e t - s u w a . g r . j p

初めてここで夕日を見たのは、
引っ越してきてすぐだった。あ
の日のことを、アキは今でもはっ
きりと覚えている。アキ、ケイ
ト、達弘、タケやん。同じ時間が
流れ出した、それぞれの「幼い
あの日」のものがたり。

まんげつダンス！
パット・ハッチンス（福音館書店）

満月の夜、馬と羊と豚のおかあさ
んたちはダンスを踊る。ところが
馬が踊れば火花が散って火事にな
り、羊は張り切りすぎて小屋の梁
にひっかかってしまい、豚は水桶
に突っ込んでしまう。おかあさん
たちが疲れて休んでしまうと･･･。

歌
会
始
の
お
題
、

詠
進
歌
の
詠
進
要
領
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山
麓
朴
談

村
長
き
よ
し
の

COLUMN

10

　

原
村
の
老
人
福
祉
医
療
制
度
が

い
つ
ま
で
続
く
か
、懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。地
方
自
治
の
財
政
が
縮
小
す
る

中
で
、そ
う
い
つ
ま
で
も
は
続
か
な
い

だ
ろ
う
と
は
、
周
辺
市
町
の
人
た
ち

の
共
通
し
た
見
方
の
よ
う
で
す
。

　

確
か
に
三
位
一
体
の
改
革
は
国
の

８
百
兆
円
に
も
上
る
膨
大
な
借
金

を
地
方
の
責
任
に
押
し
つ
け
て
い
ま

す
し
、
効
率
一
辺
倒
で
住
民
生
活
を

顧
み
な
い
合
併
推
進
は
、
地
方
を
財

政
的
に
追
い
つ
め
て
い
ま
す
。地
方

に
は
金
は
か
け
ら
れ
な
い
と
し
て
地

方
の
広
大
な
国
土
を
守
る
こ
と
よ
り

も
、
道
州
制
を
実
現
し
て
国
際
競
争

力
を
つ
け
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て

い
ま
す
。国
の
大
き
な
動
き
に
は
抗

い
よ
う
は
あ
り
ま
せ
ん
。か
と
言
っ

て
た
だ
追
随
し
て
行
く
の
に
は
、
危

う
さ
を
感
じ
ま
す
。ど
ち
ら
も
大
切

な
こ
と
で
す
。こ
の
際
、
国
に
は
も
っ

と
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
も
っ
て
や
っ
て

行
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

原
村
が
合
併
問
題
を
検
討
し
た

際
、
現
状
の
福
祉
政
策
が
続
け
ら
れ

る
か
具
に
吟
味
し
ま
し
た
。福
祉
医

療
に
つ
い
て
は
改
善
を
加
え
た
方
が

良
い
け
れ
ど
も
、
村
の
特
徴
で
も
あ

り
、現
状
で
も
何
と
か
や
っ
て
行
け
る

の
で
、
続
け
て
行
こ
う
と
い
う
も
の
で

し
た
。そ
の
時
既
に
６
市
町
村
の
任

意
合
併
協
議
会
で
は
、
原
村
の
福
祉

医
療
（
老
人
福
祉
医
療
）に
つ
い
て
は

激
変
緩
和
措
置
を
し
な
が
ら
３
年

後
に
廃
止
と
い
う
こ
と
で
し
た
。大

き
な
組
織
に
な
っ
た
方
が
、
き
め
細

や
か
な
政
策
は
出
来
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。こ
の
時
、
当
村
が
行
っ
た
財

政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
15
年
間
を

見
通
す
も
の
で
、
当
時
一
般
的
に
は

10
年
間
の
み
で
し
た
か
ら
、
よ
り
慎

重
に
将
来
を
推
し
量
っ
た
の
で
し
た
。

　

15
年
間
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
財

政
的
に
は
破
綻
せ
ず
自
立
し
、善
政
が

施
い
て
行
か
れ
る
と
の
結
論
で
し
た

が
、予
期
し
な
い
財
政
需
要
は
次
々
と

現
れ
ま
す
。新
た
な
福
祉
対
策
や
資
源

ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
医
療
制
度
の
新

設
や
数
々
の
拠
出
金
等
、止
め
度
あ
り

ま
せ
ん
。県
内
市
町
村
で
も
大
半
が
平

成
20
年
度
予
算
は
前
年
よ
り
も
増
額

と
な
っ
た
仕
儀
で
す
。利
用
で
き
る
補

助
金
や
交
付
税
措
置
の
あ
る
起
債
は

利
用
し
、
各
種
基
金
は
な
る
べ
く
温
存

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

や
が
て
遠
い
か
近
い
か
い
ず
れ
か
の

将
来
に
は
、各
種（
福
祉
）政
策
が
原
村

の
体
力
に
見
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
村

内
議
論
を
喚
起
し
、
見
通
し
を
か
け
る

時
期
が
来
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。そ
の

時
こ
そ
、
原
村
人
の
自
治
力
が
試
さ
れ

る
時
で
す
。       

原
村
長　

清
水　

澄

つ
ぶ
さ

　

第
96
回「
村
長
と
話
し
合
う
日
」

を
行
い
ま
す
。希
望
者
は
総
務
課
ヘ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
６
月
20
日
金

　

午
後
１
時
〜
午
後
８
時

■
場
所
／
原
村
役
場　

村
長
室

■
そ
の
他
／「
村
長
室
へ
よ
う
こ
そ

事
業
」村
長
の
在
庁
時
で
都
合
の
つ

く
限
り
懇
談
に
応
じ
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
の
請
求
に
応
じ

て
、
村
の
文
書
を
公
開
す
る
公
文

書
公
開
制
度
と
、
村
が
管
理
し
て

い
る
個
人
情
報
を
ご
本
人
に
開
示

す
る
個
人
情
報
保
護
制
度
。
こ
れ

ら
２
つ
の
制
度
の
平
成
19
年
度
の

　

現
在
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

方
は
、
毎
年
６
月
中
に
「
児
童
手

当
現
況
届
」
を
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
現

在
の
お
子
さ
ん
の
養
育
状
況
や
受

給
者
の
所
得
額
を
確
認
し
、
引
き

続
き
児
童
手
当
の
受
給
が
で
き
る

か
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

現
在
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

方
に
は
、
書
類
が
郵
送
さ
れ
ま
す

の
で
、
６
月
30
日
（
月
）
ま
で
に
、

現
況
届
に
必
要
な
書
類
を
添
え
て

左
記
ま
で
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
６
月
19
日
（
木
）
、
20
日

（
金
）
は
午
後
７
時
ま
で
受
け
付

け
ま
す
。

※
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合

は
、
６
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
忘
れ

に
な
ら
な
い
よ
う
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

お
お
む
ね
30
歳
以
上
の
住
民
を

対
象
に
、
下
の
表
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

運
用
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

■
公
文
書
公
開
制
度

○
公
開
請
求
：
１
件

○
開
示
：
１
件
、
非
開
示
：
０
件

■
個
人
情
報
保
護
制
度
／
開
示
請

求
は
該
当
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
原

村
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る

条
例
に
よ
り
、
原
村
長
の
資
産
等
報

告
書
及
び
資
産
等
の
補
充
報
告
書
、

所
得
等
報
告
書
並
び
に
関
連
会
社

等
報
告
書
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
日
時
／
6
月
30
日
月
か
ら

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

■
場
所
／
原
村
役
場
２
階　

総
務
課

く
だ
さ
い
。

　

道
路
沿
い
の
垣
根
や
山
林
の
枝

木
等
が
繁
茂
し
て
道
路
の
見
通
し

が
悪
く
な
り
通
行
に
支
障
を
き
た

し
て
い
る
箇
所
が
多
数
見
ら
れ
ま

す
。車
道
や
歩
道
に
は
み
出
し
た

枝
木
は
通
行
の
妨
げ
と
な
り
、交

通
事
故
や
ケ
ガ
の
原
因
に
も
な
り

ま
す
の
で
、剪
定
や
伐
採
を
定
期

的
に
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

胃
検
診
は
事
前
申
し
込
み
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
検
査
前
夜
8

時
か
ら
検
査
が
済
む
ま
で
は
絶
食

（
水
や
お
茶
も
飲
ま
な
い
）
禁
煙

で
す
。
撮
影
当
日
は
上
下
分
か
れ

た
服
装
で
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

大
腸
が
ん
便
潜
血
検
査
は
電
話

に
て
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
7
月
10
日
ま
で
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
特
定
健
診
が

始
ま
り
、
医
療
保
険
の
被
扶
養
者

（
家
族
）
で
40
〜
74
歳
の
方
は
、

村
長
と
話
し
合
う
日

http://w
w
w.vill.hara.nagano.jp/  E-M

ail haram
ura@vill.hara.nagano.jp

TEL.0266-79-2111（代）
FAX.0266-79-5504

■議会事務局 ☎79-7951
■総務課
　総務係 ☎79-2111
 （内231）
　　　　　　 ★災害時連絡先
■村づくり戦略推進室
　村づくり係 ☎79-7922
　企画係 ☎79-7942
■住民財務課
　税務係 ☎79-7923
　財政係 ☎79-7924
　住民係 ☎79-7927
■会計室
　会計係 ☎79-7935
■保健福祉課
　社会福祉係 ☎79-7092
　健康づくり係 ☎79-7092
　医療給付係 ☎79-7925
　原村診療所 ☎79-2716
　保育所 ☎79-3559
■建設水道課
　建設係 ☎79-7921
　環境係 ☎79-7933
　上下水道係 ☎79-7943
■農林商工観光課　
　農政係 ☎79-7931
　農村整備係 ☎79-7932
　商工観光係 ☎79-7929
　農業委員会 ☎79-7934
■教育委員会　教育課
　学校教育係 ☎79-7920
　文化財係 ☎79-7930
　原小学校 ☎79-2123
　原中学校 ☎79-2455
　生涯学習係 ☎79-7940
　中央公民館 ☎79-4815
　社会体育館 ☎79-4922
　原村図書館 ☎70-1500
■諏訪広域連合
　原消防署 ☎79-2442
　　　　　　 ★災害時連絡先

　　　　
　
　　

問
総
務
課
総
務
係

　
☎
79
‐
2
1
1
1
（
内
線
2
3
1
）

　

け
し
は
、春
か
ら
夏
に
か
け
て
、

色
鮮
や
か
で
美
し
い
花
を
咲
か
せ

ま
す
が
、麻
薬
の
原
料
と
な
る
た

め
、「
あ
へ
ん
法
」「
麻
薬
及
び
向
精

神
薬
取
締
法
」に
よ
り
、栽
培
や
所

持
等
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
種
類
が

あ
り
ま
す
。

植
え
て
は
い
け
な
い「
け
し
」の
特
徴

・
茎
は
太
く
し
っ
か
り
し
て
お
り
、

草
丈
は
１
m
以
上
に
な
る
。

・
葉
や
茎
な
ど
の
外
観
は
、キ
ャ
ベ

ツ
の
葉
の
よ
う
な
白
味
を
帯
び
た

緑
色
を
し
て
い
る
。

・
葉
、茎
、つ
ぼ
み
の
表
面
に
は
、ほ

と
ん
ど
毛
が
な
い
。

・
葉
は
茎
を
巻
き
込
む
よ
う
に
つ
い

て
い
る
。

　

見
か
け
た
ら
左
記
ま
で
ご
連
絡

植
え
て
は
い
け
な
い

「
け
し
」
に
注
意
！

公
文
書
公
開
、
情
報

公
開
制
度
の
状
況

原村の観光ホームページ携帯版完成☆観光施設や季節のおすすめイベントの情報が手に入ります ＱＲコード⇒ 原村観光ホームページ携帯版ＵＲＬ
http://www.onsen-navi.net/qr-site/1000476.shtml

原
村
長
の
資
産
公
開

医
療
保
険
者
が
指
定
す
る
健
診
機

関
で
健
診
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
、
自
己
負
担
金
を
支
払
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。
支
払
っ
た
自
己
負

担
金
を
補
助
し
ま
す
の
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

■
補
助
額
／
支
払
っ
た
自
己
負
担

金
の
額

■
補
助
金
申
請
及
び
請
求
時
の
持

ち
物
／
印
鑑
、
領
収
書
、
健
康
保
険

証
、
振
込
希
望
口
座
の
わ
か
る
物

　

保
育
園
や
幼
稚
園
に
行
く
前
の

お
子
さ
ん
の
遊
び
の
場
や
保
護
者

の
仲
間
づ
く
り
の
場
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
担
当
者
が
子
育
て
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
７
月
の
日
程 

　

１
日
火
、
３
日
木
、
４
日
金
、

　

８
日
火
、
10
日
木
、
11
日
金
、

　

15
日
火
、
17
日
木
、
18
日
金
、

　

24
日
木
、
29
日
火
、
31
日
木

■
開
設
時
間
／
午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場
／
図
書
館
２
階
会
議
室

問
・
■
■
■
■

保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

子
育
て
サ
ロ
ン

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

問
・
■
■
■
諏
訪
保
健
所

　
☎
57
‐
2
9
2
8
（
直
通
）

　

保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

　
☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

問・■
■
■
保
健
福
祉
課
社
会

福
祉
係
（
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

 

特
定
健
診
料
補
助
金

問
総
務
課
総
務
係

　
☎
79
‐
2
1
1
1
（
内
線
2
3
1
）

問
総
務
課
総
務
係

　
☎
79
‐
2
1
1
1
（
内
線
2
3
1
）

問
村
づ
く
り
戦
略
推
進
室
企
画
係

　
☎
79
‐
７
9
4
2
（
直
通
）

児
童
手
当
現
況
届

胃
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
検
査

大
腸
が
ん
便
潜
血
検
査

胃レントゲン撮影検査・大腸がん便潜血検査
の日程及び会場

実施日

8月７日木

8月8日金

10月6日月

場　所

中新田公民館

保健センター

保健センター

受付時間

午前6：30～8：30

午前6：30～8：30

午前7：30～8：30

問
・
■
■
■

保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

道
路
上
に
伸
び
出
て
い
る

支
障
木
の
コ　
　

サ
切
り
の
お
願
い

問
建
設
水
道
課
建
設
係

　
☎
79
‐
7
9
2
1
（
直
通
）

むらのかかりつけ医のコーナーは、今月の掲載はおやすみです。

連
絡
先

提
出
先

申
込
先

申
請
窓
口

コ
サ
切
り
を
し
て

ほ
し
い
部
分

官民界
道路

▲ソムニフェルム種 ▲つぼみ状けし

村内にはえていたけし

◀
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■『土砂災害110番』窓口（土砂災害に関する質問・相談）
☎57－2936

※平日と大雨注意報・警報発令中に利用可能

6月15日（日）～6月21日（土）

6月22日（日）～6月28日（土）

6月29日（日）～7月5日（土）

7月6日（日）～7月12日（土）

7月13日（日）～7月19日（土）

㈲森山建設

㈲伊藤水道設備

㈲篠原鉄工建設

㈱宮坂建設

共栄管工㈱

☎79-5730

☎79-3447

☎79-2421

☎79-2536

☎79-5254

■諏訪地区小児夜間急病センター
・場　　所／諏訪市四賀2299-1
・診療日及び診療時間／毎日
　　　　　　　　　　  午後7：00～午後9：00
・診療科目／小児科（けがは除く）
・お問い合わせ … ☎54-4699（よるきゅうきゅう）

●6月17日、6月24日、7月1日、7月8日、7月15日

　》時間：午後1：30～
　》場所：もみの湯
　》問い合わせ先：保健福祉課健康づくり係
　　　　　　　　　  ☎79-7703（直通）

●1班 6月24日（火）、7月8日（火）
大久保・柳沢・八ツ手・払沢・上里・農場・ペンション・原山

●2班 6月17日（火）、7月1日（火）、7月15日（火）
柏木・菖蒲沢・室内・中新田・南原・判之木・やつがね

■今月の納税等
・村県民税（普通徴収１期）
・国民健康保険税（3期）
・有線放送施設維持費負担金（4・5・6月分）
・介護保険料（普通徴収3期）
納期限・口座振替日……6月30日（月）
■住民財務課窓口の時間延長  午後７時まで
・6月17日  ・6月24日  ・7月1日  ・7月8日
・7月15日  
■人の動き
・人口　　7,740人  （＋14）　転入31
・男　　　3,851人  （＋4）　  転出10
・女　　　3,889人  （＋10）　出生4
・世帯数　2,762世帯（＋11）　死亡12

平成20年5月末現在。（　）内は先月比。

給水装置の修理は施工された指定工事店へ依頼してください。
緊急の場合は当番店でも相談にのっております。

■上水道当番指定店
もみの湯送迎福祉バス

もみの湯『介護予防教室』

●第3木曜日午後の専門外来を受診したい方は予約が必要です。
●休診　土・日曜日、祝日、年末年始
 　》問い合わせ先：☎79-2716（直通）

原村診療所

休日の当番医等　茅野・原地区医師会

■資源物とごみの収集日
収集時間は、各地区により決められた時間となります。

野焼き・不法投棄は法律で禁止されています。
ごみは適切に各地区指定場所に出して下さい。

可燃ごみ 毎週火・金曜日

毎週水曜日
各地区　指定箇所

資源物

 7月10日（木）

粗大ごみ

 8月25日（月） 払沢、中新田

各地区　指定箇所

役場駐車場

▲

午前7：30～午前10：30

 9月1日（月） 大久保、柳沢、八ツ手

 6月16日（月） 柏木、室内、菖蒲沢、やつがね、南原

 6月23日（月） 判之木、上里、ペンション、原山、農場

不燃ごみ

 6月28日（土）

6月15日日

期　日 医　科 薬　局
ちの皮フ科
☎82-3210

ニコニコ堂薬局
☎82-2525

6月22日日 土橋整形外科歯科医院
☎72-3226

笠原薬局
☎72-2028

6月29日日 細田眼科医院
☎71-2727

矢崎薬局
☎73-6868

7月6日日 眞田医院
☎73-0731

ピアみどり フジモリ薬局
☎82-1288

7月13日日 おもだか皮膚科
☎73-2525

ヤジマ薬局
☎72-2342

原村地域福祉センター 問保健福祉課 ☎79-7092
原村診療所 ☎79-2716

区　分 月 火 水 木 金

午　前
 受付 8：30～
　　 11：30
 診療 9：00～

 
安藤公二 安藤公二

　

鎌田實
または
安藤親男

安藤公二 安藤公二

午　後
 受付13：30～
　　 16：45
 診療14：00～

安藤公二 安藤公二 安藤公二
専門外来
第③肝臓病

（第①②④⑤　
　　　は休診）

長坂和彦
第①漢方
安藤公二
第②～⑤

正
し
い
歯
み
が
き
で
健
康
を
！

　

毎
年
６
月
の
初
め
は
、
歯
の
衛
生
週
間
で
す
。歯
と
口
の
健

康
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
、見
直
す
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
歯
と
口
の
健
康
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
く
影
響

す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。例
え
ば
、
食
べ
る
こ
と
、
噛

む
こ
と
、
し
ゃ
べ
る
こ
と
等
も
、
歯
と
口
の
健
康
に
よ
っ
て
大

き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。ま
た
、
糖
尿
病
や
、
生
ま
れ
て
く
る
赤

ち
ゃ
ん
の
健
康
に
ま
で
深
く
関
係
し
ま
す
。

　

歯
や
口
の
健
康
を
保
つ
に
は
、
１
日
３
回
の
歯
磨
き
習
慣
を

も
つ
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。正
し
い
歯
磨
き
習
慣
を
身
に

着
け
て
、歯
と
口
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

正
し
い
歯
磨
き
習
慣

①
歯
ブ
ラ
シ

　

自
分
の
手
に
合
っ
た
サ

イ
ズ
で
、
毛
先
が
柔
ら
か
い

も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

②
歯
磨
き

　

ペ
ン
を
持
つ
よ
う
に
軽

く
握
り
ま
す
。角
度
を
つ
け

な
が
ら
１
本
１
本
丁
寧
に

磨
き
ま
し
ょ
う
。

③
フ
ロ
ス
も
活
用
し
よ
う
。

　

歯
と
歯
の
間
の
隙
間
に
は
、
歯
ブ
ラ
シ
が
届
か
な
い
部
分
も

あ
り
ま
す
。デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
と
呼
ば
れ
る
弾
力
性
の
あ
る
歯

科
用
の
糸
で
、磨
き
に
く
い
部
分
の
歯
垢
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
福
祉
課
保
健
師　

伏
見
万
里
子
）

ナムル風煮びたしレシピ38

☆つくりかた

★材料（４人分）
ほうれん草.............200g
人参........................1/4本
もやし.....................65g
油揚げ.....................30g
鶏がらスープの素...小さじ1/2
水...........................100cc
砂糖.......................大さじ１と1/2
塩...........................小さじ1/2
しょうゆ.................大さじ１
酢............................大さじ１と1/2
ごま油.....................小さじ１と1/2
しょうが汁..............１かけ
ごま........................適量

①人参はせん切り、もやしは3～４㎝に切る。ほうれん草は、長さ4～
5cmに切る。油揚げは、5㎜のせん切りにして、熱湯をかける。
②鍋にたっぷりのお湯を沸かし、人参を入れる。続いてほうれん草を入
れてゆでる。ほうれん草に全体的に火が通ったら、もやしを入れて混
ぜて透明になってきたら取り出し、水で冷やす。
③しょうがはすっておく。
④鍋に、調味料を合わせて熱し、その中に油揚げを入れ、しっかり水気
をきった、②の野菜を入れる。全体に味がしみこんだら最後にしょう
が汁を入れて混ぜ合わす。
⑤器に盛り、ごまを振り掛ける。

野菜は1日350g摂取するとよいといわれています。生よりも煮び
たしなど火を通すと野菜が沢山食べられますよ！

午後１：00～午後３：00 希望者保健センター２階健 康 相 談
午後１：00～午後１：15 保健センター２階３ 歳 児 健 診
午前９：45～午前10：00 保健センター２階む し 歯 予 防 教 室

午前８：40～午後４：30

午後１：00～午後１：15 保健センター２階乳 児 健 診

午前９：40～午後３：10

乳がんマンモグラフィ検診については、広報はら４月号１８ページ“乳房マンモグラフィ検診”を参照してください。

午後１：30～ 保健センター２階母 乳 学 級
午後１：15～午後１：30 地域福祉センターＢ Ｃ Ｇ
午後１：15～午後１：30 地域福祉センター三 種 混 合
午前９：30～午前11：00 保健センター２階育 児 相 談

H17年4月2日～H17年5月31日生

実施日・受付時間種　別 対象者場所
６月

７月

希望者

H19年８､11月生､H20年２月生

希望者（要予約）

H20年３月生

７歳半～H19年12月生

希望者

16日月

17日火

18日水

24日火

24日火

23日月

26日木

１日火

７日月

８日火

午後１：00～午後３：00 保健センター２階健 康 相 談 希望者（要予約）14日月

午後１：00～午後１：15 保健センター２階１ 歳 半 健 診 H18年12月生､H19年１月生15日火

各地区胸部レントゲン撮影
原村に住所を有する65歳以上で
医療機関、職場等でレントゲン
撮影を受けていない方

予約した時間 保健センター乳がんマンモグラフィ検診
（乳房エックス線撮影）

希望者（要予約）26日木



　原小学校５年１組の児童たちは５月21日夜、ホタル交流プ

ロジェクトに参加し、幼虫から１年以上かけて育ててきたホ

タルを阿久川へ放流しました。保護者の方々や小中学校の校

長先生も参加し、50人以上が集まりました。

　川に着くと、幼虫になるまでの育ての親、山田洋さんから

「川に放したホタルは上流へ毎日移動するよ」という話を聞

き、どこにホタルを放したらいいかを話し合いました。そし

て皆散らばって、川に放すと、ホタルが石の下にもぐってい

くところまでしばらく観察している児童もいました。永井和

人専門部会長は、中学生になってもここまでホタルを実際に

育てた体験は自信につながるだろうと話していました。

　５月17日、南原区民約40人は、

昨年から始まった南原神社前の

整備を行いました。この日はお

らほうのむらづくり事業で購入

したノシバや桜も植えました。

もとは故五味智さん所有の林で

したが、現在は湧き水の周囲も

利用しやすいデザインに形成さ

れ、“緑化”という目的のとおり神

社周辺の木々と調和のとれた今

まで以上にみんなが親しめる場

所となりました。

　５月８日、６学年全

員が学年ごとの見学

場所を目指して遠足

を楽しみました。64

人の児童は茅野市豊

平の尖石縄文考古館

で縄文時代の衣服を

真似て作られた上着

をはおったり、復元

住居の中に入ったり

しておよそ1万5,000

年前の人々の生活を

体感しました。現代

の子供たちの感覚に

は、くるみをつぶす

などの作業の体験も

喜びだったようです。

　平成５年度県

営圃場整備事業

として採択され

事業を進めてき

ましたが、平成

12年には国の制

度が 変 更とな

り、一部、担い

手型の圃場整備

事業として事業

実施し、事業完

了となり、換地

処分公告後登記

となります。

　この事業と関

連して実施され

た原村中部地区

住環境整備事業により、農村公園が整備されました。

15 14

　４月30日、茅野市役所で「茅野市・富士見町・原村広域ご

み処理協議会」の設置調印式が行われました。式の後に行

われた協議会ではごみ処理

基本方針検討委員会の設置

について協議しました。ごみ

の処理や分別収集、運搬に

関する管理、執行のための

連絡調整を協議会が行い、

協議会内に設ける検討委員

会がそれらのあり方を調査、

検討する役割を担います。

エンデバー号の発射を目撃した　　北原芳誠さん

　スペースシャトル

「エンデバー号」が、

３月１１日午前２時

３０分(現地時間)、

日本の実験棟に納

める「船内保管室」

を載せ、国際宇宙ス

テーションへ向けて

旅立ちました。｢船

内保管室｣の取り付けミッションを受けて飛び立ったのは、

土井隆雄宇宙飛行士。この「船内保管室」のモデルは、八ヶ

岳自然文化園にも展示されています。そこで、文化園管理職

員の北原さんは“何が何でも無事に宇宙ステーションへ届け

てもらいたい”という思いで、アメリカ・フロリダにあるケ

ネディースペースセンター（ＮＡＳＡ）へと向かいました。

Ｑ．どんなきっかけで見に行くことが出来たのですか？

今回シャトルが、国際宇宙ステーションに運び届けるのは、

日本の実験棟「きぼう」の一部分である｢船内保管室｣でした。

この船内保管室の実物大モデルが自然文化園に展示中です。

この打ち上げを見送りたいと思っていました。運良く、ＪＡ

ＸＡ(宇宙航空研究開発機構)で、｢土井さん見送り応援団｣が

結成されると聞いて仲間に入れてもらうことにしました。

Ｑ．ＮＡＳＡは、どんなところでしたか？

とにかく広大で敷地の中は専用バスで移動するほどです。こ

の箱型の建物は「世界一大きな平屋建て」と言われています。

壁に掲げられたアメリカ国旗は、なんとサッカー場と同じ広

さ！　そして実はセンターの敷地９５％は手付かずで自然の

ままの状態にされているということで、アメリカでも屈指の

動植物の宝庫になっています。センターの中にある小川など

には、ワニやスッポンなどをよく見かけたほどでした。

Ｑ．シャトルの打ち上げをご覧になり、どんな印象でしたか？

発射は真夜中行われました。ＮＡＳＡでは発射台から、関係

者、作業員などすべての人が４マイル(約６ｋｍ)離れなけれ

ばならないという決まりがあり、その中に残るのは宇宙飛行

士のみで、それは異様な雰囲気でした。そんな中カウントダ

ウンはついに｢ゼロ｣となり、発射台はモクモクと白煙で覆わ

れその中からゆっくりとスペースシャトルが昇っていくのが

見えました。周囲はたちまち、眩いばかりの閃光で昼間のよ

うに明るくなりました。続いて｢バリバリバリ・・・｣という大

音響が鳴り響き振動も伝わってきました。シャトルのあとに

柱のように残る太い噴射雲が印象的でした。とにかく初めて

感じる大迫力の瞬間でした。

様子は写真にたくさん収めてきましたので、文化園展示室の

｢船内保管室

モデル｣と一

緒に展示し、

その迫力を多

くの人に感じ

取っていただ

ければと思い

ます。

　室内地区では、村内で

初となる集落行動計画を

今年２月20日に策定し

ました。村の総合計画で

も集落行動計画を推進し

ており、道路整備などで

発揮した区民の協働の力

を基に今後生涯学習や

環境にやさしい農業など

の内容に従い４部会を設置し、地域づくりを行う計画となっ

ています。始めの主な行動は地域支え合いマップの作成です。

　都市に住む方々からみると、

原村への移住はとても関心が

高いようです。そんな中、5月

からは村単独の事業として相

談会が行われています。相談

役となるのは現在15人となっ

た原村「田舎暮らし案内人」です。5月15日に開かれた第2回目

の会議では、今年度行う予定の相談会の打ち合わせのほか、

会長に永井和人さん、副会長に柳平二四雄さんを選出しました。

　今は確立した事業として

行われている人づくり事業

の中学生ホームステイを、発

足当初、力強く支えたエス

テルローガンさんが、念願

だったご主人との来村を実

現させました！　村長は表

敬訪問を受けた際、ローガン

夫妻の、友好都市交流推進への貢献を讃え感謝状を贈りま

した。ローガンさんは、（原村の人にとって）NZが遠い国で

ないという感覚になってきたことが嬉しいと話していました。

　原山自治区の役員改選が行われ、

新会長に東田龍雄さん、新副会長に

門田圭介さんが決定しました。

　門田さんへは新たに村から、行政

嘱託員が任命されました。

原小５年生　ホタルの成長願い放流

原山自治区の新しい行政嘱託員
4月から

小学校遠足
青空のもと、楽しく学習する

ごみ処理協議会設置調印式開かれる
会長は柳平千代一茅野市長

田舎暮ら
し案内人の務める春夏秋冬の現地見学会
5月末に春の見学会スタート

NZとの交流の基礎築いたローガン夫妻
ニュージーランド

県営圃場 柏木工区の記念碑除幕式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ゆうきゅうかしわのさと

受益面積計 82.6ha  記念碑「悠久柏之郷」

ほ

室内集落行動計画
～室内区の目指す協働でつくる地域づくり～

南原神社前の憩いの場を整備

　　　　 ワクワクセロリ通信
　　 　サラチャン・アナの街角interview
八ヶ岳自然文化園で

２学年　多留姫の滝

※左下写真あり

※南原　湧き水の周囲
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